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　　　重町では「あなたの好きな九重町」という
テーマで、現在フォトコンテストを行っています。
今回、“春夏シーズン” にたくさんのご応募をい
ただき、審査を行った結果、45 点の写真が各賞
に選ばれました。
　受賞写真は、フォトコンテストのホームページ
に掲載していますので、ぜひご覧ください。
　また現在、秋冬シーズンの写真を募集中です。
どしどしご応募ください！

ホームページ、SNSから応
募できます。詳しくはホー
ムページをご覧ください。

九

▲フォトコン
　テストHP

　　
“秋冬シ

ーズン” 実施中

　　
　ご応

募ください！

あなたの好きな九重町
LoveLove
フォトコンテストフォトコンテスト
－春夏シーズン結果発表－

応募は簡単！

撮影者：松井淳一（福岡県）

撮影者：伊藤徹（中津市）

撮影者
：吉田

巧（別
府市）

撮影者：
藍澤裕子
（大分市）

撮影者：三原賢士（日出町）
撮影者：高倉純一（別府市） 撮影者：牧

野浩二（別
府市）

撮影
者：

甲斐
順吉

（九
重町
）

植山順子
（九重町）

田嶋俊也
（中津市）

姫野貴文
（大分市）

三好夕子
（山口県）

立石瑠唯
（大分市）

山中栄子
（九重町）

表紙の写真と撮影者
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町からのお知らせ

今月の表紙

町からのお知らせ

「Love kokonoeフォトコンテスト」の春夏シーズンの結果が
発表されました。受賞された写真45点のうち、表紙で６点、
２ページで８点をご紹介しました。見覚えのある風景も写真で
は違った雰囲気に見えたり、九重町にこんな景色があったのだ
と初めて見る風景もありました。紙面ではすべての写真をご紹
介することができませんでしたが、ぜひホームページでいろん
な表情をもった九重町をご覧ください。

●九重町臨時職員募集　[P9]
●町営住宅入居者募集　[P10]
●ここのえの介護を語る会委員募集　[P10]
●インフルエンザ・感染性胃腸炎予防　[P11]
●固定資産税の申告と届出　[P12]
●農業委員・農地利用最適化委員募集　[P13]
●部落差別解消推進法　[P14]
●シリーズ「障がい福祉」　[P15]
●国民年金広場　[P15]
●子育てほっとクーポンサービス追加　[P16]
●暮らしの便利帳の発行　[P16]
●自衛官募集　[P16]

　近年、消費者を取り巻く社会経済環境は大
きく変化しています。新しい商品やサービス
が登場し、私たちの生活は便利で豊かになる
一方、高齢者や若者を標的とした「還付金詐
欺」や「SNSやハガキによる架空請求」、そ
して悪質な「訪問販売・訪問買取」など巧妙
化・複雑化した新たな手口の悪質商法による
消費者被害が相次いで発生しています。
　このような状況から、九重町では平成21
年度に相談窓口を開設し、相談者救済に取り

組んでいます。平成29年度の消費生活相談
件数は144件で、前年より多い状況となって
おり、相談者の年齢も若者から高齢者までと
幅広くなっています。
　九重町では今後も県や近隣自治体と協力し
情報交換を行いながら、これまで整備した消
費者相談体制の一層の充実を図っていきま
す。また、被害防止のために啓発活動を強化
し、住民みなさまの安全な生活と消費者力の
向上に努めてまいります。

今後も引き続き啓発活動の他、各地区へ
の出張消費生活相談を行います。
毎週金曜日に各地区で行っていますの
で、お困りのこと等ありましたら、お気
軽にご相談ください。

●あなたの地域に伺います！

お問い合わせ　九重町消費生活相談窓口（役場商工観光・自然環境課）☎76-3150

消費者行政に関する首長表明

平成30年12月
九重町（消費生活相談窓口）



4広報ここのえ　2018.12月号



広報ここのえ　2018.12月号5



6広報ここのえ　2018.12月号

まちの話題

　歌手の芹洋子さんが九重町で「山は心のふる
さとコンサート」を行うにあたり、飯田小学校
を訪れ小学生と交流しました。
　芹さんは「飯田はすばらしい山に囲まれてお
り、その山のすばらし
さをみなさんで守り、
引き継いでほしい」と
話され、小学生と坊が
つる讃歌を歌いまし
た。

　オープンから13年目を迎えた九重“夢”大吊
橋が、来場者1,100万人を突破したことを祝
い、九重“夢”大吊橋で記念セレモニーが行われ
ました。
　1,100万人目の来場者となった鈴木勉さんと
美香さん夫妻（千葉県）は、結婚30周年の記
念に九州を旅行されており、この日は勉さんの
希望により大吊橋を訪れていました。鈴木さん
夫妻には年間フリーパス券や町内宿泊券などの
記念品が贈られました。

　秋の褒章で「黄綬褒章」を綬章された永樂篤
憲さんが受章報告に訪れました。
　永樂さんはクヌギを活用した原木生しいたけ
を、年間を通して生産・出荷できる栽培技術の
確立をすすめるとともに、九重生椎茸組合の初
代組合長などを歴任され、生産技術の向上と後
継者育成にご尽力されました。
　永樂さんは「後継者不足などにも取り組んで
いきたい」と今後の抱負を述べられました。

芹さんから、坊がつる讃歌の由来などについて説明がありま
した

鈴木さん夫妻と日野町長で一緒にくす玉を割ってお祝いしま
した

（左から）永樂德子さん、永樂篤憲さん、時松副町長

原木生しいたけの第一人者

祝 1,100万人を突破！

坊がつる讃歌を一緒に

20
11

16
11

7
11

おうじゅほうしょう

のりこ あつのり

町長にも表敬訪問されました
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みんなで楽しんだ秋の芸術

　第６回ここのえ緑陽中学校合唱祭が、九重文
化センターで開催されました。
　合唱祭は開校後、毎年開催されています。ど
のクラスも1ヵ月の練習の成果を発揮し、美し
い歌声を会場に響かせると、観覧に訪れていた
保護者等から大きな拍手が送られました。
　また、英語スピーチの発表や吹奏楽部の演
奏、ふるさと大賞（俳句）の表彰も行われ、芸
術の秋を楽しんだ１日となりました。

　ここのえスコヤカスポーツ大会が、多目的グ
ラウンドを中心に開催されました。
　毎年12月に開催されているここのえスコヤ
カスポーツ大会ですが、今年はゲートボール、
駅伝、ミニバレーボールの３種目が行われ、駅
伝には過去最多の19チームが参加しての熱戦
となりました。
　この日は天候に恵まれ、暖かい日差しの下、
それぞれのスポーツで、小学生から大人まで楽
しく体を動かしました。

山と人を育て、地域を守る

　平成30年度全国林業経営推奨行事におい
て、農林水産大臣賞を受賞された、久大林産株
式会社が受賞報告に訪れました。
　久大林産株式会社は素材生産事業を行ってお
り、先進的な機械導入による労働災害の防止や
人材育成に取り組まれてきました。
　工藤さんは「山と人は1、2年で育てられる
ものではない。若い人を育て、山と地域を維持
し、林業を活性化していきたい」と抱負を述べ
られました。（左から）代表取締役の工藤洋一さんと時松副町長

全校生徒で歌った「いのちの歌」

参加者の力強い走りに、応援にかけつけた人たちから大きな
声援が送られていました

22
11

23
11

寒さに負けずスポーツを楽しむ2
12
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　中津市在住の田邉了さんより、町に「長者の
池」の絵画２点が寄贈されました。
　田邊さんは10月14日から21日に開催され
た、九重の自然を描く絵画展に油絵を出品して
いただいていました。寄贈された絵画は、東飯
田小学校（写真左側）とここのえ緑陽中学校
（写真右側）において展示されています。

田邉さんと親交の深い藤澤昌由さんが代理で寄贈に訪れました

寄贈7
11

まちの話題

たなべ  りょう
　株式会社エル・ランチョ・グランデより、
10月20日に開催された「ハロウィン芸術祭」
の収益の一部や参加者からの義援金など、現金
34,720円を寄附していただきました。いただ
いた寄附は、町の福祉向上のために役立てられ
ます。

日野町長と代表取締役の瀬戸富美さん

寄附8
11

　日本鉄道山岳連盟より、第66回日本鉄道山
岳連盟全国大会の参加者からの募金として、現
金218,000円の寄附をいただきました。
　10月19日に久住山で開催された全国大会に
は約200名が参加し、登山を通じて親交を深め
ました。いただいた寄附は登山道の整備や自然
環境保護に役立てられます。

（左から）代表の平浩德さんと麻生総務課長

寄附16
11

　日田玖珠法人会九重支部より、第７回チャリ
ティゴルフ大会の益金として50,000円の寄附
をいただきました。
　平成24年の公益法人への移行を機に、公益
事業を更に推進していくために始まったこの大
会は、今年は９月14日に180名の参加により
開催されています。

（左から）日野町長、吉武勝広支部長、九重町商工会の甲斐
　　　　　英明さん

寄附3
12

ハロウィン芸術祭
毎年開催されているハロウィン仮装イベントで、人気キャラク
ターなどに仮装した参加者が集まり盛り上がりました

ご寄附・ご寄贈ありがとうございます
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平成 31年度九重町臨時職員の募集について
●お問い合わせ　総務課　☎７６－３８００

　平成31年度九重町臨時職員を募集します。希望される方は必要書類を添えてお申込みください。

●任用予定期間　　平成31年（2019年）４月１日～2020年３月31日
　　　　　　　　　（任用期間６ヵ月を１回に限り更新した場合）
●勤務労働条件等　◎休暇　　　年次有給休暇及び特別休暇
　　　　　　　　　◎通勤手当　通勤距離に応じて支給
　　　　　　　　　◎賞与　　　なし
　　　　　　　　　◎その他　　社会保険、厚生年金、雇用保険に加入

●募集職種（年齢要件：平成31年４月１日現在、満18歳以上）

●募集期間　　平成31年１月４日（金）～２月８日（金）午後５時まで
●提出書類　　◇指定の履歴書（総務課、教育振興課、子育て支援課、九重町HPに準備しています）
　　　　　　　◇資格や条件が必要な職種は、資格を証明する書類の写し
　　　　　　　　※職種ごとの資格や条件は、募集要項または九重町HPをご確認ください。
●提出方法　　それぞれの提出先に、持参で提出してください。

一般事務職
一般事務職（障がい）
保健師・看護師
栄養士
消費生活相談員

医療事務

看護師

7,700 円

役場庁舎内、九重文化
センター、隣保館

【月曜日～金曜日】
午前 8時 30分～午後 5時

【月曜日～土曜日】
うち5日間、午前7時30分～
午後6時30分までの間（連続する
8時間30分、うち45分休憩）

【月曜日～金曜日】
午前 8時 30分～午後 5時

【月曜日～金曜日】
午前 8時30分～午後 5時
【土曜日】
午前 8時30分～午後0時15分

みつばこども園、
飯田こども園

保健福祉センター

役場庁舎内

飯田高原診療所

みつばこども園

小学校、中学校

九重文化センター

6,900 円
6,900 円
9,150 円
9,150 円
7,700 円

保育教諭
特別支援教育支援員 （有資格）
特別支援教育支援員 （無資格）
子育て支援員
保健師・看護師
学校校務支援員
特別支援教育支援員 （有資格）
特別支援教育支援員 （無資格）
学校司書 （有資格）
学校司書 （無資格）
文化財専門員

9,150 円
7,700 円
6,900 円
7,300 円
9,150 円
6,800 円
7,700 円
6,900 円
7,300 円
6,900 円
9,150 円

職　　種 賃金
（日額）

勤務時間等
（祝日及び年末年始除く）勤務先提

出

①

②

③

※職責加算有

9,150 円
※職責加算有

【提出及びお問い合わせ】①総務課（役場２階）　　　　☎76-3800
②子育て支援課（役場１階）　☎76-3828
③教育振興課（役場２階）　　☎76-3812

▲九重町HP
（募集要項等）
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町営住宅の入居者を募集します
●お問い合わせ　建設課　☎７６－３８１１

　九重町では、在宅介護の現状や町民のみなさまのご意見を、今後の『九重町介護保険事業計画及
び高齢者福祉計画』に十分に反映したいため、「ここのえの介護を語る会」の委員を募集します。

●応募条件　　在宅で介護をしている方
●任　　期　　３年（平成30年度（2018年度）～2020年度）
●活　　動　　年２回程度会議を開催

　今後の九重町の介護について調査・研究や、３年ごとに策定する「九重町介護保険事業計画及び
高齢者福祉計画」の達成状況の評価を行うために設置された会で、一般公募、第１号被保険者
（65歳以上の方）の代表、福祉関係者、介護サービス事業関係者等で構成されています。

ここのえの介護を語る会とは

「ここのえの介護を語る会」の委員を募集します
●お問い合わせ　健康福祉課　☎７６－３８２１

町営青山住宅

住　　所　九重町大字右田 785 番地の 1

募集戸数　１戸（１階）

間 取 り　２ＬDK

申込みについて

募集期間：平成 30年 12月 17日（月）～ 12月 28日（金）午後 5時まで

※申込みに際しては、所得制限等の要件があります。
　また、応募が複数の場合は抽選会を行います。

●入居予定日：平成 31年 2月 1日（金）
●申込書は、建設課に用意しています。またホームページからもダウンロードできます。
●町営住宅の使用制限措置に基づき、暴力団関係者と判明した場合は、入居できません。
●詳細は、建設課にお問い合わせまたは九重町ホームページでご確認ください。

募集期間　平成31年１月10日（木）まで
応募・お問い合わせは、健康福祉課までご連絡ください
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知って防ごう！ インフルエンザと感染性胃腸炎
●お問い合わせ　保健福祉センター　☎７６－３８３８

　インフルエンザや感染性胃腸炎は、抵抗力が弱い子どもや高齢者は重症化するおそれがあるた
め、注意が必要です。正しい知識を身につけて、一人ひとりが日頃から予防を心がけましょう。

①手洗いをしっかりする　②しっかりと火を通して食べる　③調理器具等の消毒をする

●食中毒になった人の便や吐いたものは正しく片付けましょう
　・便やおう吐物を片付けるときは、使い捨ての手袋とマスクをつけ、ペー
パータオルなどで静かに取り除き、おう吐物や手袋やマスク、ペーパータ
オルはビニール袋に入れ密閉して捨てる

　・便やおう吐物で汚れた床は、塩素消毒を含ませた布で覆い、しばらくその
まま置いて消毒する

●便やおう吐物が付着していると思われるものの消毒を徹底しましょう
　・感染者が使用したもの、便やおう吐物が付いたものは、他のものと分けて洗浄・消毒する
　・食器などは、食後すぐ、塩素消毒液に十分に浸し消毒する
　　（洗剤などで十分に洗浄し、熱湯で加熱する方法も有効）
　・カーテン、衣類、ドアノブなども塩素消毒液で消毒する

ノロウイルス（感染性胃腸炎）食中毒を防ぐには

インフルエンザの予防方法

1

6

　手洗い、アル
コール消毒、うが
いをこまめに

●マスクを着用
鼻から顎までを覆い、
すきまがないようにし
ましょう

●マスクがない時は
ティッシュやハンカチで
口と鼻を覆ったり、袖で
口と鼻を覆いましょう

2
　　人ごみを
　さけましょう

3
　湿度を50％以
上に保ちましょう

4
　バランスの良い
食事、適度な運
動、十分な睡眠を
とりましょう

5
　予防接種を早め
にうけましょう

※効果がでるまで約２
週間かかります。
　子どもと高齢者の
　費用助成は平成
　31年１月31日
　まで

感染を広げないために

ノロウイルスには、塩素消毒液による消毒が有効です。消毒液
の濃度や、換気を十分に行うなど、取り扱う際の注意点を守っ
て消毒を行ってください。 ▲厚生労働省HP

　塩素消毒液の
　作り方など

咳エチケットを行いましょう

簡単な消毒液の作り方：500㎖のペットボトルに水を入れ、
　　　　　　　　　　　キャップ 2杯（10㎖）の家庭用塩素系漂白剤
　　　　　　　　　　　（５%）を加える
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　償却資産は、土地・家屋と同じく固定資産税が課税されます。平成31年１月１日現在、九重町
内に償却資産を所有する方は期限内に申告してください。

　法人や個人が事業を営むために所有している構築物・機械・器具などを償却資産といいます。
償却資産とは

●前年度申告した方
　12月中に申告書を送付します。平成30年中の資産の増加や減少を記入し、申告してください。
資産に変更がない場合や事業を廃止した場合も必ず申告が必要です。
●初めて申告する方
　平成31年１月１日現在の資産所有状況（資産の種類、取得価額、取得時期、耐用年数など）に
ついて申告書を作成のうえ、税務課まで申告してください。

●固定資産税は、毎年1月1日現在の状況で課税されます。
●住宅や工場、物置などの家屋の全部または一部を滅失(取り壊し)したときは、その旨を税務課ま
で届け出てください。（平成31年1月1日までに滅失登記を行った場合を除く）
●届出がない場合は、固定資産税が引き続き課税されることがありますのでご注意ください。

申告について

固定資産税に関する申告と届出を忘れずに
●お問い合わせ　税務課　☎７６－３８０３

各種業種共通
製造業
小売業
飲食業
理容・美容業
ホテル・旅館業
農業・林業
電気供給業

パソコン、コピー機、エアコン、応接セット、看板、LAN設備など
金属製品製造設備、食料品製造設備、旋盤、ボール盤、梱包機など
陳列棚、陳列ケース（冷凍機又は冷蔵機付のものも含む）など
テーブル、椅子、厨房用具、冷凍冷蔵庫、カラオケ機器など
理容・美容椅子、洗面設備、タオル蒸器、サインポールなど
客室設備（ベッド、家具等）厨房設備、家具調度品、駐車場設備など
ビニールハウス、動力伐採機、乾燥機、パワーショベルなど
太陽光パネル、風車、地熱、バイオマス発電設備、架台（レール）など

業　　種 資　産　の　名　称
●課税対象になる償却資産の例（業種別抜粋）

家屋（固定資産課税対象物件）の取り壊しをされた方へ

※ただし、下記の資産は固定資産税の償却資産の対象になりません。
　①使用可能期間１年未満の資産
　②取得価額が10万円未満の資産で、法人税法等の規定により
　　一時に損金算入されたもの（少額償却資産）
　③取得価額が10万円以上20万円未満の資産で、法人税法等の規定
　　により３年間で一括して均等償却する資産（一括償却資産）

提出期限　平成31年1月31日（木）まで
期限が近くなると混み合いますので、早めの提出にご協力ください。
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農業委員と農地利用最適化推進委員を募集します
●お問い合わせ　農業委員会　☎７６－３８０５

　農業委員及び農地利用最適化推進委員の任期満了に伴い、各委員の候補者を募集します。

●任用期間　　平成31年（2019年）4月1日～2022年3月31日までの3年間
●報　　酬　　各種委員会の委員等の報酬及び費用弁償条例の規定による。
●選考方法　　評価委員会を開催し、提出書類に基づき審査。なお、推薦及び募集に応じたものが

定数を超えた場合は、議長が適当と認める方法により審査。
●募集期間　　12月17日（月）～平成31年1月17日（木）※郵送は当日消印有効
●提出方法　　◎推薦・応募用紙を、農業委員会事務局へ持参または郵送で提出してください。
　　　　　　　◎用紙は、九重町HPからダウンロードまたは農業委員会事務局（役場１階）でお
　　　　　　　　渡しします。（持参の受付時間は平日の午前８時30分～午後５時まで）
　　　　　　　◎両方に応募できますが、両委員を兼ねることはできません。

●別表１（各区域から１名）

募集人員

対　　象

主な業務

項　目 農　業　委　員 農地利用最適化推進委員
11人

（うち認定農業者が過半数、中立的立場の者を１
名以上、女性や青年も積極的に登用）

農業に関する識見を有し、農地等の利用の最適化
の推進に関する事項、その他の農業委員会の所掌
に属する事項に関し、その職務を適切に行うこと
ができる方

●農業委員会総会（月１回を基本）に出席し、農
地法に基づく許認可に伴う審議、議決及び現地
調査
●農地利用最適化推進委員と連携して農地利用の
最適化（農地の集積・集約化、耕作放棄地の発
生防止・解消、新規参入の支援）推進業務、そ
れに伴う現地での調査、指導等
●定期的な活動報告
●国、県等主催の研修会やセミナー等参加

12人
（農業委員会が定める区域から各1名）

※別表１

農地等の利用の最適化の推進に熱意と識見を有す
る方

●農業委員と連携して農地利用の最適化（農地の
集積・集約化、遊休農地の発生防止・解消、新
規参入の支援）推進業務、それに伴う現地での
調査、指導等
●農業委員会総会（月1回を基本）に出席し、農
地法に基づく許認可に伴う意見の陳述及び現地
調査
●定期的な活動報告
●国、県等主催の研修会やセミナー等参加

前辻1～2、後辻、竜門、田尻、野倉、中須
下旦1～7、釣団地、松岡台住宅、見留、下右田（東）、物見塚、奥野、上旦
南恵良、富来口、北恵良1～3、恵良団地、見良津、書曲1～3、川下北、川下南、川上1～2
北区、南区、小久保、野上住宅、鹿伏、猪牟田、茅原小野、桐木、後野上、西、釘野、河内山
小平谷、野矢、小垣、田代、滝上、寺床、樫原、拓郷、平家山
下右田（野）、重原、中央1～5、青山通り、下尾本、尾本、青山住宅、甘川水、豊後中村住宅、寺田、
奥双石、中巣
筋湯、日向上、日向下、湯坪下、狭間、大岳、奥郷、九重山
年の神、無田下、無田中、無田中一、無田上、須久保、花牟礼、旭、湯沢
荻釣上、荻釣下、筌の口、北方上、北方下、中村下1～2、下畑、中村上、中村中1～2、中村下野
麻生釣、菅原本村、口の園、相狭間、桐木1～4、宝泉寺、生竜、栗原、串野上、串野下、梶屋、亀鶴苑
中板、潜石、川西1～3、川東上、川東下、黒猪鹿、木納水
引治1～2、横尾、中村、都原、陣の内上、陣の内下、河内、後河内、富迫上、富迫下、川道団地、金山、
井手、田中、岩の上、粟野本村

区域名 区域の詳細（集落等）
東飯田①
東飯田②
東飯田③
野　上①
野　上②

野　上③

飯　田①
飯　田②
飯　田③
南山田①
南山田②

南山田③
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差別をなくすのは、私たち一人ひとりです
●お問い合わせ　総務課　☎７６－３８００

　2016年12月16日に「部落差別の解消の推進に関する法律」（部落差別解消推進法）が施行され
て、２年が経過しました。
　人権とは「すべての人々が生命と自由を確保し、それぞれの幸福を追求する権利」あるいは「人
間が人間らしく生きる権利で生まれながらに持っている権利」であって、誰にとっても大切なも
の、日常の思いやりの心によって守られなければならないものです。

　全ての国民が等しく、基本的人権を享有するかけがえのない個人として尊重されるものであると
の理念にのっとり、部落差別は許されないものとして、部落差別の解消を推進し、部落差別のない
社会の実現をめざす法律です。

　日本の歴史的な過程で生み出され、特定の地域出身であることや、そこに住んでいることを理由
に結婚に反対されたり、就職で不当な扱いを受けたり、インターネット上に心無い誹謗中傷が書き
込まれるなどの差別を受けている人たちがいます。これが部落差別です。

　部落差別をなくすためには、私たちが、関心をもって正しく知る
ことが必要です。
　部落差別の問題を「難しい」「自分とは関係ない」と避けること
はその解決を遠ざけます。また、「寝た子をおこすな」「そのうち
なくなる」とする考え方は、差別意識を温存し、差別を容認するこ
とにつながります。さらに、この問題をよく知らない人がインター
ネットの差別書き込みを見ると、偏見や差別意識を持ってしまう恐
れがあります。
　九重町では年間を通して人権学習会を開催しています。さまざまな人権について正しく理解する
とともに、部落差別は許されないものであるとの認識のもと、一人ひとりが違いを認め合い、お互
いの人権が尊重される明るく住みよい社会を築きましょう。

部落差別の解消の推進に関する法律とは

部落差別とは

正しい知識を身につける

誤っ
た知
識を持たないために、

検
索しない。サイトをクリッ

クし

ない
。

●九重町役場総務課 ☎ 0973-76-3800
●みんなの人権　110番 ☎ 0570-003-110
　（全国共通人権相談ダイヤル）
●子どもの人権　110番 ☎ 0120-007-110
●女性の人権ホットライン  ☎ 0570-070-810

人権についてどのようなご相談でもかまいま
せん。人権擁護委員にご相談ください。

●２月の人権なんでも相談所
　と　き　２月21日（木）
　　　　　午前10時～午後３時
　ところ　役場３階会議室

大分県人権啓発イメージキャラクター
こころちゃん

人権相談ダイヤル 人権なんでも相談所　※隔月開催

ひとりで悩まずにご相談ください
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障害者差別解消法　合理的配慮について

知的障がいの人への理解
　知的障がいは、何らかの原因により知的機能の発達が遅れ、社会生活への適応が難しくなりま
す。重度の障がいがある人は同伴者が必要なこともありますが、軽度の場合は社会に出て働いてい
る人も多くいます。

●お問い合わせ　健康福祉課　☎７６－３８２１

シリーズ
『障がい福祉』

45

●軽度の障がいの場合は、外見や少し
話をしただけでは、障がいがあるこ
とがわかりません。
●複雑な話や抽象的な話を理解しにく
い傾向があります。
●漢字の読み書きや計算が苦手な人が
います。
●自分の意見を言うことが苦手な人が
います。

主な特徴・困難なこと

■障がいがあっても、成人している人
に対しては子ども扱いせず、一人前
の大人として接する。
■説明するときは、ひらがなやふりが
なを使い、絵や図なども使ってなる
べく具体的に表現する。
■会話をするときは、相手が理解でき
るまで、「ゆっくり」「ていねい
に」「繰り返し」話す。

サポートするときのポイント

あなたの年金を、簡単便利な “ねんきんネット” で！
国民年金広場

●お問い合わせ　住民課　☎７６－３８０２
　　　　　　　　日田年金事務所　☎0973-22-6174

●と　き　２月 27日（水）午前 10時～午後 3時
●ところ　九重町役場 1階 102 会議室
※予約が必要ですので、日田年金事務所までご連絡ください

２月 の
年金相談

　「ねんきんネット」により、ご自身で主に以下の３つのことがご確認できます。

　詳細については「ねんきんネット」ホームページ
（http://www.nenkin.go.jp/n_net/）をご覧ください。
　お問い合わせは、ねんきん定期便・ねんきんネット等専用ダイヤル（☎0570-058-555）まで
お願いします。

●24時間いつでもどこでも、パソコンやスマートフォンで最新の年金加入記録を確認できま
　す！
●国民年金保険料の免除や納付猶予の承認を受けた期間について、
　納付可能な月数や金額を確認できます！
●将来受け取る年金の見込額を、さまざまな条件に応じて試算
　できます！
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●陸上自衛隊高等工科学生
◎受付期間　平成31年１月７日（月）まで
◎採用予定　陸上自衛隊
◎応募資格　中卒(見込み含む)17歳未満の男子
◎試 験 日　平成31年１月19日（土）

●自衛官候補生
◎受付期間　随時
◎採用予定　陸上・海上・航空自衛隊
◎応募資格　18歳以上27歳未満の男子・女子
◎試 験 日　お問い合わせください

平成 30年度自衛官募集
●お問い合わせ
　　企画調整課　☎76-3807

　九重町では、暮らしに役立つ情報をまとめた
冊子「暮らしの便利帳」を、株式会社サイネッ
クスと共同発行することとなりました。
　暮らしの便利帳は、製作から配布までの費用
をすべて、地域の事業者のみなさまによる紙面
への広告掲載料で賄われます。
　12月より株式会社サイネックスの営業担当
が各事業所を直接訪問しますので、御理解と御
協力をお願いいたします。
　
●配　　布　全世帯に2019年６月頃配布予定
●製作部数　4,500部
●共同発行事業者
　　株式会社サイネックス
　（大阪府大阪市中央区瓦屋町三丁目６番13号）

「暮らしの便利帳」を発行します
●お問い合わせ
　　企画調整課　☎76-3807

詳細は、自衛隊大分地方協力本部日田 
地域事務所　玖珠連絡所（玖珠駐屯地内）
☎72-1116までご連絡ください

　平成30年11月1日から、おおいた子育てほっとクーポンを使えるサービスが追加されました。
クーポンには有効期限がありますので、期限内にご使用ください。

追加サービス

おおいた子育てほっとクーポンの対象サービスの追加について
●お問い合わせ　子育て支援課　☎７６－３８２８

RTA指定スクール　ぴーすふる

RTA指定スクール　COCORO

九重町大字松木 3752番地

九重町大字引治 506番地

☎76-3320（松岡）
☎080-1742-3394（携帯）

☎78-8766（五十川）

スクール名 住　　所 電話番号
●ベビーマッサージ

使用できるその他のサービス
●一時預かり事業　　●ファミリー・サポート　　●インフルエンザ予防接種
●センター事業　　　●おたふく風邪予防接種　　●ロタウイルス予防接種
●母乳マッサージ　　●子育て支援拠点事業　　　●フッ素塗布（保険外診療）
●家事支援　　　　　●読み聞かせ絵本の購入　　●育児支援月刊誌配本事業

いそがわこころ

※サービス提供者は九重町指定スクールです。九重町指定スクールが追加された場合は、随時九重町HPで
　お知らせします。
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人権

No.269心の扉

幸せになろうね幸せになろうね

　2018（平成30）年12月10日「世界人権宣言」が採
択されて70周年を迎えました。
　1950（昭和25）年12月10日「世界人権宣言」が採
択され、12月10日を「人権デー」と定め、毎年12月10
日を最終日とする１週間を「人権週間」と定め、全国的
な啓発活動を展開しています。
　九重町においても、12月７日に「いのち・愛・人権
フェスティバル」が開催されました。
　1998（平成10）年12月７日九重町隣保館のトイレで
差別落書きが発生し、多くの人々の心を傷つけました。
このことを風化させないため、毎年12月７日に開催し
ています。今年で19回目を迎えました。部落差別をは
じめとする、さまざまな人権問題を町民の皆さんととも
に考えることができました。
　人として生を受け、この世に生まれてきたその瞬間か
ら、人権の一歩は、始まっています。誰にもあたえられ
る贈り物。それは、幸せになる権利です。いろいろな
人、さまざまな個性、でも、みんな同じ人間。現代社会
では、いじめや虐待によって、命が奪われたり、イン

ターネット上の書き込みによりプライバシーの侵害、外
国人に対する差別、部落差別なども依然として存在して
います。人と人、認め合い、支え合い、差別のない九重
町をみんなの手で築いていきましょう。
　12月に入り、師走を迎え、心も、あわただしく感じ
ます。
　今年１年を振り返りどんな１年でしたか？私は、１年
の月日の早さを感じています。歳を重ねるごとに、超特
急で過ぎていきます。人生には、喜び、悲しみ、苦しみ
もあります。自分自身の人生のページをいろいろな色で
彩っています。「ぼーっと生きて」はいないつもりです
が、ＮＨＫの5歳のチコちゃんに「ぼーっと生きてん
じゃねえよ」と叱られそうです。
　大切な人との別れや新たな小さな命との出会いから、
生命が永遠であること。また、人間として生まれ、人そ
れぞれに使命があり、自分にしか咲かせられない人生が
ある。何のために生まれてきたのか？「それは、幸せに
なるため」。人権を学びながら、考える１年でした。ま
た、「ありがとう」と感謝の心を伝えたい。私の周りに
は、たくさんの人がいて、一人では生きていない。心が
落ち込んだ時に、励ましてくれる人、いつも見守ってく
れている人、そして、新しい出会いも。すべて心の財
産。皆さんの周りにもきっといますね。「ありがとう」
と伝えてください。
　平成最後の新しい年を迎えます。皆さんよいお年を迎
えてください。
　みんな一緒に幸せになろう！

　　　　　　　　九重町隣保館
　　　　　　　　　　人権啓発指導員　　安藤千恵美　

ふるさとの
 文化財探訪

第56回

九
電
よ
り
早
く
発
電
に
挑
ん
だ
甲
斐
正
勝
氏

九
重
町
文
化
財
調
査
員
　
佐
藤
三
千
代

　
椿
の
花
は
赤
い
も
の
と
ず
っ
と

思
い
続
け
て
い
ま
し
た
。
奥
双
石

で
初
め
て
白
い
椿
を
見
た
と
き
は

シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
甲
斐
家
の
周

辺
に
は
椿
の
他
、
多
く
の
植
物
が

植
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
サ
ツ

キ
、
ク
ル
メ
ツ
ツ
ジ
、
サ
ル
ス
ベ
リ
な
ど
の
花
木
が
多
か
っ
た
よ
う
で

す
。
正
勝
さ
ん
の
仕
事
で
し
ょ
う
。
彼
の
父
、
庄
作
の
時
、
飯
田
村
北
方
か
ら
、
当
時
の
内

野
姓
か
ら
甲
斐
姓
を
名
乗
る
こ
と
を
条
件
に
入
り
婿
し
た
よ
う
で
す
。

　
彼
の
息
子
の
嫁
が
筆
者
の
家
で
育
っ
た
ミ
チ
エ
で
、
彼
女
か
ら
興
味
深
い
正
勝
氏
の
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
を
読
む
の
が
好
き
で
博
学
で
大
変
器
用
な
方
だ
っ
た
よ
う
で

す
。
彼
の
業
績
で
特
筆
す
べ
き
も
の
は
水
力
発
電
で
し
ょ
う
。

　
今
で
は
電
気
の
な
い
生
活
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
昔
は
発
電
の
期
待
は
大
き
な
も
の
で

し
た
。
現
在
の
九
州
電
力
に
よ
り
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
年
）、
右
田
の
奥
野
と
野
上
に
、

更
に
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
年
）、
南
山
田
地
区
栗
原
、
野
上
地
区
茅
原
小
野
に
計
四
つ

の
発
電
所
が
完
成
し
ま
し
た
。
当
時
の
様
子
は
、
落
成
式
で
の
万
歳
を
し
て
喜
ん
だ
様
子
な

ど
が
、「
九
重
寿
大
学
研
究
資
料
集
」
の
中
で
佐
藤
松
次
氏
、
日
野
唯
八
氏
、
梅
木
松
夫
氏

の
報
告
で
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
年
代
不
詳
で
す
が
、
九
州
電
力
よ
り
も
早
く
正
勝
氏
に

よ
り
水
力
発
電
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
彼
は
奥
双
石
と
甘
川
水

で
発
電
し
電
灯
に
火
を
と
も
し
地
域
の
人
々
を
驚
か
せ
た
そ
う
で
す
。
し
か
し
修
理
等
の
不

具
合
で
永
く
は
続
か
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
近
い
将
来
の
本
格
的
発
電
へ
の
期
待
は

更
に
大
き
く
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
家
業
の
畜
産
、
養
蚕
、
養
鶏
に
も
精
を
出
し
、
特
に
果
樹
で
は
柿
、
桃
、
ブ
ド
ウ
、
柚
子

の
他
、
洋
梨
、
温
州
ミ
カ
ン
な
ど
も
試
作
し
て
い
ま
す
。
ミ
カ
ン
は
鉢
に
植
え
て
堆
肥
の
発

酵
熱
を
利
用
し
た
の
で
し
ょ
う
か
、
堆
肥
の
出
来
具
合
を
口
に
ふ
く
み
噛
ん
で
み
て
調
べ
た

そ
う
で
す
。
又
、
職
人
に
建
て
て
も
ら
っ
た
倉
を
一
年
後
そ
っ
く
り
真
似
て
作
り
ど
ち
ら
の

倉
が
職
人
が
建
て
た
も
の
か
分
か
ら
な
い
ほ
ど
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
ま
た
他
で
は
、
製
氷
し
保
存
す
る
氷
室
も
作
っ
た
よ
う
で
す
。
金
鉱
床
の
試
掘
も
行
っ
た

が
成
功
せ
ず
多
く
の
資
産
を
費
や
し
た
よ
う
で
す
。

　
文
久
元
年
生
ま
れ
で
昭
和
二
十
六
年
ま
で
の
九
十
二
年
の
生
涯
で
し
た
。
現
在
で
は
正
敏

氏
が
後
を
継
い
で
い
ま
す
。

ひ
む
ろ

甲斐　正勝 氏

「幸せになろう」

ま
さ
か
つ
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●児童書・コミック
ぎゅぎゅぎゅー 　　　　　　　　　　　　　　駒形克己
かぜビューン 　　　　　　　　　　　tupera tupera
猫のダヤン（１～４） 　　　　　　　　　池田あきこ
いきもの寿命ずかん 　　　　　　　　　　新宅広二
かいけつゾロリ大図鑑キャラクター大全　  原ゆたか・原作監修
文章がうまくなる（学校では教えてくれないシリーズ23）　　　関和之
母さんがどんなに僕を嫌いでも　　歌川たいじ　その他多数
●一般図書
木枯らしの（吉原裏同心抄４） 　　　　　　佐伯泰英
いざ帰りなん（新・古着屋シリーズ１７） 　　佐伯泰英
定信の触（おれは一万石７） 　　　　　　千野隆司
銀河食堂の夜 　　　　　　　　　　　　　さだまさし
日傘を差す女　　　　　　　　　　　　　　　　伊集院静
沈黙のパレード　　　　　　　　　　　　　　　東野圭吾
ハラスメントゲーム 　　　　　　　　　井上由美子
パン屋再襲撃 　　　　　　　　　　　村上春樹・原作
絵金、闇を塗る 　　　　　　　　　　　　　　木下昌輝
水神　上・下 　　　　　　　　　　　　　　帚木蓬生
選んだ孤独はよい孤独 　　　　　　　　　山内マリコ
最初の悪い男 　　　　　　　　　ミランダ・ジュライ
野の春　流転の海第９部（最終巻） 　　　　　　　宮本輝
ナナメの夕暮れ 　　　　　　　　　　　　　　若林正恭

１万2000人を見てわかった！お金に困らない人、困る人　 松尾昭仁
日本が売られる 　　　　　　　　　　　　　　　堤未果
世界を変えた１４の密約 　　　　ジャック・ペレッティ
トランプロシアゲートの虚実 　　　　　　　小川聡
コーヒーと楽しむ心が「ホッと」温まる 50の物語　 西沢泰生
サンタクロースが届けてくれた心温まる物語　  清輔夏輝・監修
比べず、とらわれず、生きる 　　　　　　枡野俊明
星空の下で 　　　　　　　　　　　　　　益田ミリ
「奨学金」を借りる前にゼッタイ読んでおく本　　竹下さくら
女子のための「手に職」図鑑 　　　　　華井由利奈
凡事徹底 　　　　　　　　　　　　　　井芹貴志
学校がキライな君へ 　　　　　　　　　　加藤良雄
ママ、いのちをありがとう。 　　　　　　　池川明
地域活動・同窓会・サークルあいさつ・司会進行の事典　　すぴーち工房
ＰＴＡのあいさつ・司会進行・文書の事典　 ＰＴＡマナー研究会
ミス・ロスが激減する！話し方・聞き方・伝え方　  中尾ゆうすけ
つくって楽しむわら工芸２　しめ飾りと生活用具　　瀧本広子
野草と暮らす３６５日　　　　　　　　　　　　山下智道
まいにち絶品！「サバ缶」おつまみ　　　きじまりゅうた
スープ・レッスン　　　　　　　　　　　　　　　有賀薫
出口むつみのトールペイントダイアリー 　出口むつみ
一生使えるかぎ針あみと棒針あみの基本 　ミカ・ユカ
池上彰の「天皇とは何ですか？」 池上彰　　その他多数

新刊・新着図書案内 本の貸出は１人10冊まで。もうすぐ今年も終わり。読み納めの本は決まりましたか？

●「おはなし会」毎月第２土曜日　１０：３０～１１：００

●「年末年始の休館について」

ほんの森12月号 平日 午前10時～午後６時　土・日  午前９時～午後５時　月・祝 休み　九重町図書館　☎ 76－3888図書館だより図書館だより

　レシートプリンターって？…県立図書館や近隣の図書館を利用したことがある方はご存じの便利なアレです。お
店のレシートのように、現在借りている「資料名」と「返却期限日」が印字された紙が出てくる図書館利用者の
友！レシートプリンター。今月ついに九重町図書館に入りました！
　さかのぼること今から７年前。2011年11月、県内の公共図書館でブービー賞にすべり込み、九重町図書館は電
算化いたしました（ちなみにブービーメーカーは姫島村さま）。それまで手書きで行っていた貸出や返却の作業が
コンピュータ管理となり、蔵書管理も整備されたおかげで検索や予約がとってもスムーズになりました。インター
ネットと合せてＯＰＡＣ（オーパック）という、利用者が自分で蔵書を検索できる機器も入り、図書館としてのカ
タチは整いました。
　ところが、電算化すると貸出履歴が消えるため、「以前読んだ本かどうかがわからない。」といったご意見をたく
さんいただくことに…。ですが、これはプライバシー保護の関係上、司書でも検索できない仕様になっているので
す。申し訳ございません。対策として、あちこちの図書館で「読書ノート」や「読書通帳」といった提案やサービ
スが実施され、当館でも手書き用の「読書記録ノート」を無料配布してきました。でも、今や主流はレシートプリ
ンター。「何冊借りていたか忘れた。」「もう１冊借りてたはずだけど、書名が思い出せなくて探せない。」と、来館
前に電話で確認されていた方。家族でたくさん借りていて、カウンターで返却モレが発覚…残念！といった方。お
待たせいたしました！レシートは、ノートに貼って読書の記録に、カレンダーに貼って返却日の確認など自由にお
使いくださいませ。そして、どうぞ来年も図書館をたくさんご利用ください。皆さま良いお年を！

『 レシートプリンターが入りました！ 』

12月の担当は「プチとまと」のみなさん。
１月は「チームそらまめくん」のみなさん
（１/12日の予定）です。
あたたかい図書館で一緒に
お話を楽しみましょう♪
おともだち待ってま～す！

12/28（金）～１/４日（金）図書館は休館になります。この期間の本の返却は、文化センター玄関横の
ブックポストをご利用ください。ただ、容量に限りがありますので、なるべく開館中にご返却いただけれ
ば幸いです。ご協力をお願いいたします。

お
知
ら
せ

11月参加のおともだち

一
緒
に
楽
し
ん
だ

　
絵
本
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九重

　11月18日（日）第７回目の授業が開催されました。今月は、子育て団子汁づくりでした。
　子育て団子汁といえば、産婦さんの体調を回復させるとともに、母乳を出して元気な子どもを
育てるため、玖珠郡に昔から伝わる料理です。団子汁の中に入っている食材には、さまざまな願
いや意味が込められており、出産という大仕事を無事に果たしたお嫁さんに作って食べさせると
いう、姑のいたわりや優しさが感じられる料理です。

　寒ざらし粉は、耳たぶの柔らかさになるまで水を少量ずついれて調整しながらこねるのです
が、なかなか団子にならなかったり、水を入れすぎたりと悪戦苦闘していました。
　今回は、ひやき（なべやき・へこやき）も教えていただきました。昔は、貴重だったのであま
り使わなかったそうですが、今回はバターや黒砂糖を加えて作りました。加えてみると、コクや
甘みがより増しておいしかったです。
　団子汁には前回作った柚子胡椒を持参し、皆で試食を行いました。
　プラスの授業は、『旧暦』について学びました。現在の日本は、１年が365日の太陽暦で生活
しています。しかし、明治５年（1872年）以前は、太陰暦（太陰太陽暦といわれ、月の満ち欠
けをもとに季節をあらわす太陽の動きを加味してつくられた、１年が354日の暦）が導入されて
いました。旧暦とは、この太陰暦のことをいい、現在の生活の中に残る旧暦について教えていた
だきました。
　例えば、正月には「新春の御歓びを申し上げます」と耳にしますが、冬なのに新春と不思議な
感じがします。旧暦では１月～３月は春であり、そこから由来するものです。桃の節句や端午の
節句も旧暦（五節句）に由来するものです。現在のくらしの中にも、旧暦が深く関わっていま
す。調べてみるのも面白いかもしれませんよ。
　今回の参加者は３名と少なく少しさびしかったですが、じっくり質問し受講生同士のコミュニ
ケーションをとることが出来ました。残すところあと３回・・・暦の授業であったこともあり、
時間の貴重さというものを感じています。

●お問い合わせ　九重文化センター　☎７６-３８８８

くらしの学校くらしの学校くらしの学校

寒ざらし粉（もち粉）・・・原料のもち米は、母乳の出を良くするといわれています。
丸い団子・・・赤ちゃんが丸々と丈夫に円満な人柄に育つようにとの願いが込められています。
ずいき（芋がら）・・・お産で体内に残った古い血を外に流しだす作用があるといわれています。

【込められた意味】
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自然
学校
自然
学校

九重ふるさと九重ふるさと

　早いもので、2018年ももう師走。飯田高原ではスキー場もオープンし、車のタイヤもスタッド
レスに替わりました。九重町は「冬は白」と言われ、雪景色は九重町の冬に欠かせないものです
が、その積雪量は年を追うごとに少なくなっているように感じます。今年の夏は猛暑のニュースが
多く、いやでも温暖化を感じさせるものでしたが、冬の積雪量の変化からも温暖化を実感させられ
ます。今年の日本の初雪は11月14日に北海道の旭川などで観測されましたが、これは平年より22
日遅かったそうです。雪の減少は全国的なものなのでしょうか？ 積雪は少ない方が暮らしやすい
と思われる方も多いかもしれませんが、あまりに少なくなると、生活に悪影響が出るかもしれませ
ん。それは水の問題です。
　実は日本は世界的にも珍しい「川の水がきれいな国」です。例えば、中国の黄河は土を大量に含
んだ泥水の川ですし、タイのメコン川も、インドのガンジス川も同様です。川の水は透き通っては
いないというのが常識である地域の方が多いのです。開発途上国では、汚染された水を飲んで下痢
になり、１日4000人近い子どもが亡くなっているとも言われています。一方日本では近代以降は
ともかく、江戸時代までであれば、日本中のどこの川でもその水をそのまま飲むことができまし
た。もちろん日本が水に恵まれているのには理由があります。
　日本列島の中央には背骨のように山脈が通っており、この山々が大陸からの寒気を受け止め、雪
という形で山に水を保存します。この雪が少しずつ融けて、地下を通る中で濾過され、川の水源と
なるのです。この仕組みは、日本海側に豪雪という副産物をもたらしつつも、理想的な天然水生産
装置であると言えます。これほど水に関して自然に恵まれた国はありません。「日本人は水と安全
はタダだと思っている」といういささか不名誉な表現もありますが、｢きれいな水は貴重なもの」
という世界の常識から考えると、そのように言われてしまうのも仕方がないのかもしれません。
　積雪量の減少が続けば、水に不自由することが少ない日本人の生活が根底から崩れることになる
かもしれません。何気ない身近な自然が私たちの生活を支えてくれていることを忘れず、今年の積
雪ともうまく付き合っていきたいものです。

積雪と水の恵み

雪化粧した飯田高原
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●　暮らしの情報

■
と　
き　
１
月
11
日
㈮

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
九
重
町
役
場
３
階
会
議
室

■
内　
容　
相
続
、
登
記
の
名
義
、
多
重

　
債
務
問
題
や
悪
質
商
法
ト
ラ
ブ
ル
等

■
そ
の
他

　
予
約
不
要
（
但
し
予
約
優
先
）

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
司
法

　
書
士
会
青
年
の
会　
九
重
町
無
料
相
談

　
会
事
務
局
（
担
当　
大
野
）　
　
　
　

（
☎
０
８
０‐

６
９
２
８‐

７
７
３
０
）

　
被
害
者
・
加
害
者
、
人
身
事
故
・
物
損

事
故
、
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
電
話
・
面
接
相
談
】

■
と　
き　
月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
、

　
振
替
休
日
、
年
末
年
始
の
休
日
を
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
正
午
、

　
午
後
１
時
〜
午
後
５
時
15
分

■
と
こ
ろ　
大
分
県
庁　
別
館
５
階

■
お
問
い
合
わ
せ　
交
通
事
故
相
談
所

　
（
県
生
活
環
境
部
生
活
環
境
企
画
課
内
）

　
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

２
１
６
６

【
巡
回
相
談
〔
予
約
制
〕】

■
と　
き　
１
月
15
日
㈫

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
県
西
部
振
興
局
（
日
田
市
）

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
西
部
振
興
局

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

２
２
０
０
）

　
対
象
の
免
許
を
お
持
ち
の
方
は
、
平
成

30
年
12
月
31
日
現
在
の
状
況
を
、
就
業
地

を
管
轄
す
る
保
健
所
に
届
け
出
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
現
在
就
労
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
12
月

よ
り
各
医
療
機
関
等
で
届
出
票
を
配
布
し

て
い
ま
す
。
届
出
票
の
な
い
場
合
は
、
保

健
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

　
①
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師

　

※

就
労
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
届
出

　
　
票
を
提
出

　
②
保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、
准
看

　
　
護
師
、
歯
科
衛
生
士
、
歯
科
技
工
士

　

※

就
労
し
て
い
な
け
れ
ば
提
出
不
要

■
提
出
期
限　
１
月
15
日
㈫

■
そ
の
他　
２
ヶ
所
以
上
で
就
労
し
て
い

　
る
場
合
、
主
な
就
業
先
の
も
の
１
枚
だ

　
け
を
提
出
（
重
複
届
出
は
行
わ
な
い
で

　
く
だ
さ
い
）

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
西
部
保
健
所

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

３
１
３
３
）

　
２
０
１
９
年
度
第
１
学
期
の
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経

済
・
歴
史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な

ど
、
約
３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ

り
、１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
出
願
期
間　
２
月
28
日
㈭
ま
で

■
そ
の
他　
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
１

　
月
13
日
㈰
、
２
月
10
日
㈰
、
２
月
24
日

　
㈰
に
実
施

■
お
問
い
合
わ
せ

　
放
送
大
学
大
分
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
７
７‐

６
７‐

１
１
９
１
）

　
林
業
の
仕
事
に
従
事
さ
れ
た
こ
と
が
あ

り
、
当
時
、
林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い

た
方
、
も
し
く
は
加
入
し
て
い
た
か
も
し

れ
な
い
方
で
、
退
職
金
請
求
手
続
き
を
し

た
お
心
当
た
り
の
な
い
方
は
、
お
気
軽
に

最
寄
り
の
支
部
又
は
本
部
へ
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機

構　
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

（
☎
０
３‐

６
７
３
１‐

２
８
８
９
）

　
介
護
の
仕
事
に
関
心
を
お
持
ち
の
方
で

あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
結
構
で
す
。

■
体
験
期
間　
平
成
31
年
２
月
28
日
ま
で

　
の
間
、
お
お
む
ね
１
〜
３
日
間
（
本
人

　
の
希
望
を
尊
重
）

■
体
験
場
所

　
県
内
の
介
護
施
設
（
２
４
０
施
設
）

■
申
込
方
法　
大
分
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ

　
ー
ま
た
は
各
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
市
町
村
、

　
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
の
窓
口
に
設

　
置
し
て
い
る
所
定
の
「
申
込
用
紙
」
を

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
送
付

■
申
込
期
限　
２
月
10
日
㈰

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
大
分
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
７‐

５
５
２‐

７
０
０
０
）

■
募
集
対
象

・
両
眼
の
視
力
が
お
お
む
ね
0.3
未
満
の
者
、

　

ま
た
は
視
力
以
外
の
視
機
能
障
が
い
が

　
高
度
な
者
で
拡
大
鏡
等
の
使
用
に
よ
っ

　
て
も
文
字
等
の
視
覚
に
よ
る
認
識
が
困

　
難
な
者

・
視
覚
障
が
い
を
主
た
る
障
が
い
と
し
、

　
他
の
障
が
い
を
併
せ
有
す
る
者

・
知
的
障
が
い
を
主
た
る
障
が
い
と
し
、

　
視
覚
障
が
い
を
併
せ
有
す
る
者

・
大
分
県
内
に
在
住
し
、
平
成
25
年
４
月

　
２
日
か
ら
平
成
28
年
４
月
１
日
ま
で
に

　
生
ま
れ
た
幼
児

■
出
願
受
付
期
間

　
１
月
７
日
㈪
〜
１
月
18
日
㈮
の
午
前
９

　
時
〜
午
後
４
時
ま
で

■
入
学
希
望
者
面
談
期
間

　
１
月
21
日
㈪
〜
１
月
24
日
㈭
の
午
後
３

各
種
相
談

林
業
退
職
金
共
済
制
度
の
退
職

金
請
求
に
つ
い
て

平
成
31
年
度
大
分
県
立
盲
学
校

幼
稚
部
入
学
者
募
集

介
護
の
職
場
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

認
定
司
法
書
士「
無
料
法
律
相
談
会
」

お
知
ら
せ

医
療
関
係
の
免
許
を
お
持
ち
の
方
へ

試
験
・
講
習
会

放
送
大
学
４
月
生
募
集

大
分
県
交
通
事
故
相
談
（
無
料
）
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暮らしの情報　●

　
時
〜
午
後
４
時

■
出
願
関
係
書
類
の
交
付

　
１
月
７
日
㈪
か
ら
大
分
県
立
盲
学
校
事

　
務
室
に
お
い
て
交
付

■
結
果
発
表　
１
月
25
日
㈮
通
知
発
送

■
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
立
盲
学
校

（
☎
０
９
７‐
５
３
２‐

２
６
３
８
）

■
募
集
対
象

・
視
覚
に
障
が
い
が
あ
る
方
（
両
眼
の
矯

　
正
視
力
が
お
お
む
ね
0.3
未
満
）

・
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん

■
募
集
学
科

【
本
科
普
通
科
（
中
学
校
卒
業
の
方
）】

・
高
等
学
校
卒
業
資
格
を
取
得
し
、
大
学

　
進
学
・
就
職
等
を
め
ざ
し
ま
す

・
単
一
障
が
い
学
級　
８
名

・
重
複
障
が
い
学
級　
３
名

【
専
攻
科
（
高
校
卒
業
以
上
の
方
）】

・
保
健
理
療
科　
８
名

・
理
療
科　
　
　
８
名

■
出
願
期
間

　
２
月
18
日
㈪
〜
２
月
22
日
㈮

■
面
接
・
適
性
検
査　
３
月
５
日
㈫

■
学
力
検
査　
３
月
14
日
㈭

■
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
立
盲
学
校

（
☎
０
９
７‐

５
３
２‐

２
６
３
８
）

■
募
集
内
容
・
対
象
者

【
オ
フ
ィ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
科
】

〈
内　
容
〉
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
基
礎
知
識

　
と
応
用
技
術
及
び
ワ
ー
プ
ロ
、
簿
記
、

　
会
計
等
の
事
務
処
理
に
つ
い
て
習
得

〈
対
象
者
〉
平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
18

　
歳
〜
39
歳
の
方
、
離
転
職
者
等
、
新
規

　
高
等
学
校
卒
業
予
定
者

【
ガ
ー
デ
ン
エ
ク
ス
テ
リ
ア
科
】

〈
内　
容
〉
庭
園
及
び
公
園
の
築
造
を
中

　
心
に
緑
地
管
理
、
樹
木
の
せ
ん
定
、
花

　
き
園
芸
及
び
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
等
に
つ
い

　
て
習
得

〈
対
象
者
〉
離
転
職
者
等
、
新
規
高
等
学

　
校
卒
業
予
定
者

■
定　
員　
い
ず
れ
の
科
目
も
20
人

■
募
集
期
間　
１
月
23
日
㈬
〜
２
月
14
日
㈭

■
入
校
試
験　
２
月
17
日
㈰

■
訓
練
期
間　
１
年
間
（
４
月
入
校
）

■
授
業
料　
無
料
（
入
校
時
に
教
科
書
等

　
の
実
費
が
必
要
）

■
申
込
方
法　
各
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
職
業

　
相
談
後
、
願
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

（
☎
０
９
７
３‐

２
２‐

０
７
８
９
）

■
募
集
コ
ー
ス　
電
気
シ
ス
テ
ム
料

■
募
集
期
限　
１
月
22
日
㈫

■
訓
練
期
間

　
３
月
５
日
㈫
〜
８
月
30
日
㈮

■
説
明
会　
１
月
15
日
㈫
に
実
施

■
お
問
い
合
わ
せ

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

（
☎
０
９
７‐

５
２
９‐

８
６
１
５
）

平
成
31
年
度
大
分
県
立
盲
学
校

高
等
部
入
学
者
募
集

ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

３
月
受
講
生
募
集（
受
講
料
無
料
）

大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

平
成
31
年
度
訓
練
生
募
集（
一
般
中
期
）

区　分 貸与月額
高校生
大学・大学院生等

15,000 円
20,000 円、30,000 円のいずれか

●玖珠郡育英会奨学金の金額

●採用予定数　　高校生７名程度、大学・大学院生等12名程度
●出 願 期 間　　平成31年１月７日（月）～２月15日（金）
●願書提出方法　　九重・玖珠両町の教育委員会及び玖珠美山高等学校でお配りしている願

書を、玖珠郡育英会事務局へ持参または郵送してください。
●採 用 決 定　　平成31年３月上旬から中旬の予定

玖珠郡育英会では、十分な能力があるにもかかわらず、経済的理由により修学が困難
な九重町・玖珠町出身の学生を対象として、無利子で奨学金を貸与しています。

公益財団法人　玖珠郡育英会事務局　　☎76-3816
〒879-4895　九重町大字後野上8-1 九重町役場　教育委員会内

詳細・　　　
お問い合わせ

2019年度　奨学生募集
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（敬称略）

川 西 三
川 下 北
中 村 上
中 村 上
引 治 二
小 垣

おめでとうございます出生
おなまえ 性別 保護者 行政区

健太
優輝
祐輔
祐輔
健司
興成

いさやま　　 ゆうと

おおぐし　　　りお

かい　　　   あらた

かい　　　 みなと

かい　　　   みなと

さとう　　　このは

玖珠消防署：● 救急は119番  ☎72－2141　● 火災の確認は ☎72－5100

● 

病
　
院

12月

１月

29日
30日
31日
1日
2日
3日
6日
13日
14日
20日
27日

72-7100
78-8811
76-2711
72-6101
72-0330
72-2167
72-2135
77-6121
72-2466
73-2030
72-2143

山 田
町 田
恵 良
塚 脇
塚 脇
塚 脇
春日町
野 上
　森　
北山田
春日町

電　話住　所 医療機関名日月
0973-22-5305
0973-24-6886

76-2018
0973-52-2022
0973-22-0320

72-0615
0973-22-0222
0973-22-3034
0973-57-2102

72-0421
0973-22-2556

日田市
日田市
恵 良
日田市
日田市
玖珠町
日田市
日田市
日田市
玖珠町
日田市

11月１日～11月末日届出分
人口と世帯
人口
  男
  女
世帯
　　　　　（　）は前月からの増減

9,536  人
4,554  人
  4,982  人
3,900 　 

（－　 ）
（＋　 ）
（－　 ）
（－　 ）

7
3
10
5

麻　生　明　郎
安　部　ミツ子
飯　田　和　子
甲　斐　アキノ
清　竹　千代香
佐　藤　　　巖
佐　藤　　　悦
髙　橋　千代子
時　松　好　子
森　　　千代美
渡　邊　冨　雄
池　永　コトヱ

富 来 口
九 重 山
湯 沢
荻 釣 下
寺 床
相 狭 間
後 野 上
重 原
奥 郷
粟 野 本 村
日 向 下
前 辻 二

お悔やみ申し上げます弔慰
おなまえ 年齢 行政区

町の面積／271.37㎢
町の木／くぬぎ
花／ミヤマキリシマ　　鳥／カッコウ

★都合で変更する場合があります。

麻生消化器科内科
友 成（町 田）医 院
井 上 医 院
三池循環器内科クリニック
友成産婦人科医院
小 中 病 院
高 田 病 院
矢 原 医 院
荒 木 医 院
北山田クリニック
長内科小児科胃腸科医院

合 原 歯 科 医 院
石 井 歯 科 医 院
玉 井 歯 科 医 院
荒 木 歯 科 医 院
内 川 歯 科 医 院
吉 武 歯 科 医 院
おおくら歯科医院
武 内 歯 科 医 院
小 野 歯 科 医 院
秋 吉 歯 科 医 院
桑 野 歯 科 医 院

2018 年 12 月・2019年１月休日当番医

こちら
119番
こちら
119番

お問い合わせ　玖珠消防署　警防係　☎ 72ー2141

● 

歯
科
医

12月

１月

29日
30日
31日
1日
2日
3日
6日
13日
14日
20日
27日

電　話住　所 医療機関名日月

地区別 件数
物損
事故 件数計人身事故

死者 負傷者
0

0

0

0

0

2

17

6

7

32

2

9

5

4

20

36

69

153

83

341

38

78

158

87

361

東飯田

野　上

飯　田

南山田

計

2018・11月末
町内地区別事故発生状況

人の動き人の動き

諌山　悠音
大串　莉央
甲斐　　湊
甲斐　　新
甲斐　湊翔
佐藤　想華

　朝夕が一段と冷え込み、これから暖房器具の使用が多くなる季節
となりました。しかし、使い慣れた暖房器具でも、取り扱い方や環
境によっては、火災の発生や一酸化炭素中毒事故を引き起こしてし
まうおそれがあります。暖房器具の安全な取り扱い方や火災を防ぐ
ポイントを確認し、火災や事故を防ぎましょう。
　暖房器具による火災は、ちょっとした不注意により発生してしま
います。次のことに注意するよう心掛けましょう。

●暖房器具の周辺に可燃物を置かない。
●暖房器具の上に洗濯物などの可燃物をつり下げない。
●石油ストーブなどに燃料を入れる際は、火を完全に消してから行う。
●適切な量を確認して給油する。　　　　
●ガソリンを誤って給油しない。

　石油ストーブ、ガスストーブ、ファンヒーターなどの暖房器具
は、室内の空気（酸素）を使って燃焼し、排気ガスを室内に出す仕
組みになっています。換気しないで使い続けると、空気が汚染され
るだけでなく酸素濃度が低下することで不完全燃焼が進み、一酸化
炭素が急激に増加し、中毒を引き起こします。
　室内で、暖房器具を使用するときは、定期的な空気の入れ換えが
必要です。１時間に１回以上５分間程度窓を開けるか、時間を決め
て換気扇を回すなど、こまめに換気することを心掛けましょう。

使い慣れた暖房器具でも・・・

男
女
男
男
男
女

89
89
87
86
92
97
95
93
91
63
84
82

　今年は暖冬という話を耳にします。これ
を書いている今（12月6日）も初雪はまだ
です。やっぱり暖冬なのかも…と、早々に
冬用タイヤに履き替えたことを少し後悔し
ていますが、忙しい師走だからこそ早め早
めに準備して、準備万端で新年を迎えられ
たらいいなと思っています。とは言いつ
つ、すでにバタバタしている毎日ですが、
来年も皆さんに広報ここのえでたくさんの
情報をお伝えしていければいいなと思って
います。それでは、よいお年をお迎えくだ
さい。　　　　　　　　　　　　Tomo

編集後記 交通安全110



　
ア
オ
イ
科
の
落
葉
低
木
。
季

節
に
淡
紅
色
や
白
色
の
大
輪
花

を
開
い
た
後
の
冬
枯
れ
姿
を
い

う
。

　
葉
の
な
い
枝
先
に
残
っ
た
球

形
の
実
が
、
裂
け
て
種
子
を
の

ぞ
か
せ
た
り
、
風
に
鳴
っ
た
り

す
る
も
、
さ
び
た
風
情
が
好
ま

れ
る
。

読 者 俳 句

今
月
の
推
薦
句

今
月
の
推
薦
句

今月の言葉　　　　俳句をやる人は、本通りではなく裏道を歩こう 黛まどか
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山
茶
花
の
花
を
じ
っ
と
見
つ
め
て
、
誰
か
を
想
う
気
持
ち
を
恋
心
と
表
現
。

「
一
輪
ほ
ど
の
」
フ
レ
ー
ズ
に
美
し
さ
が
増
幅
。

24広報ここのえ　2018.12月号

芙
蓉
枯
る
晩
節
汚
す
こ
と
も
な
く
　
　
西
島
あ
さ
子

山
茶
花
や
一
輪
ほ
ど
の
恋
心

小
川　

良
子

　
紺
菊
は
、
秋
の
終
わ
り
に
濃
紫
色
の
花
を
咲
か
せ
る
。
そ
の
花
言
葉
は
「
わ

た
し
を
忘
れ
な
い
で
」。
情
熱
の
歌
人
、
与
謝
野
晶
子
に
負
け
て
い
ま
せ
ん

ね
。

届
け
た
い
君
に
紺
菊
花
言
葉

吉
光　

好
美

　
一
物
俳
句
は
ど
う
し
て
も
散
文
的
に
な
る
の
で
、
そ
れ
な
り
の
驚
き
が
な
い

と
成
立
し
ま
せ
ん
。
柚
子
の
搾
り
か
す
が
手
に
染
み
込
む
と
い
う
発
見
が
成

功
。

掌
に
染
み
込
む
柚
子
の
搾
り
汁

永
松
左
世
美

　
新
し
い
元
号
が
く
る
年
に
は
決
ま
る
。
三
十
年
間
「
平
成
」
と
い
う
元
号
を

誰
も
が
愛
お
し
ん
で
き
た
。「
年
流
る
」
と
い
う
季
語
が
憑
か
ず
離
れ
ず
効
い

て
い
ま
す
。

愛
お
し
む
平
成
の
名
や
年
流
る

吉
光
ヨ
ウ
子

　
狛
は
犬
の
形
を
石
や
銅
で
つ
く
り
、
神
社
な
ど
に
据
え
て
お
く
も
の
。
そ
ん

な
狛
に
片
思
い
す
る
心
境
を
。
さ
て
、
さ
て
、
狛
は
、
誰
で
し
ょ
う
？

霜
雫
阿
吽
の
狛
に
片
思
い

豊　
　
　

國
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ふ
る
さ
と
の

ふ
る
さ
と
の

枯
芙
蓉

　
　
　
　
　
　
「
一
物
仕
立
て
」
の
句
と
「
一
句
一
章
」
の
句
は
、
同
義
の
よ
う
で
違
う
。
一
物
仕
立
て

は
、
素
材
を
詠
む
も
の
で
、
句
中
に
「
切
れ
」
が
あ
る
場
合
と
そ
う
で
な
い
場
合
が
あ
る
。
そ
れ
に
対
し

て
、「
一
句
一
章
」
の
句
は
、
句
の
中
に
断
切
（
休
止
、
切
れ
）
の
な
い
も
の
。
そ
う
い
う
い
う
こ
と
を

少
し
頭
に
お
い
て
作
句
す
る
と
句
が
変
わ
り
ま
す
。
最
近
は
、「
一
物
仕
立
て
」
や
「
一
句
一
章
」
の
句

が
目
立
ち
ま
す
の
で
、
念
の
た
め
に
。
▽
さ
て
、
今
月
は
、「
山
茶
花
や
・
・
・
」「
紺
菊
花
言
葉
」

「
片
思
い
」
と
、
少
し
ほ
っ
こ
り
と
す
る
句
が
届
き
、
十
二
月
号
の
締
め
く
く
り
の
推
薦
句
が
華
や
ぎ
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
師
走
を
迎
え
、
何
か
と
多
忙
な
日
々
が
続
き
ま
す
が
、
そ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
明
る

く
楽
し
く
、
華
や
い
だ
一
句
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
▽
そ
れ
で
は
新
た
な
元
号
の
年
に
ま
た
元
気
で
お
会
い

し
ま
し
ょ
う
。
よ
い
お
年
を
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
選
者
　
こ
ご
り
ゅ
う
し
ょ
う
）

新
藁
の
青
み
微
か
に
匂
い
け
り

平
ら
な
る
万
年
山
つ
つ
む
鰯
雲

亡
母
と
来
し
墓
に
一
輪
野
紺
菊

霜
月
や
明
日
は
何
す
る
病
疲
れ

雪
山
を
友
と
越
え
た
る
日
の
遠
し

小
晦
日
生
花
ひ
と
つ
仕
上
げ
け
り

熟
柿
定
め
あ
が
え
ず
友
の
逝
く

（
選
者
・
評
）

予
報
は
雨
セ
ー
タ
ー
は
赤
に
す
る

山
あ
り
て
神
仏
お
は
す
落
葉
径

着
ぶ
く
れ
て
午
前
七
時
の
無
人
駅

風
邪
癒
え
て
夢
捨
て
き
れ
ぬ
八
十
路
か
な

悩
み
つ
つ
生
き
て
初
冬
の
土
を
踏
む

大
根
の
誰
と
組
も
う
と
深
い
味

平
成
の
名
残
り
惜
し
ん
で
障
子
貼
る 律　

子

香　

澄

則　

子

泉　

渓

直　

人

み
ち
る

桐　

友

八
千
子

紀
久
子

マ
サ
ヨ

昭　

眞

文　

雄

節　

子

チ
ズ
子

俳
句
は
「
う
れ
し
い
」「
か
わ
い
い
」「
美
し
い
」
な
ど
の
言
葉
を
使
わ
な
い
方
が
い

い
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
で
は
思
い
が
伝
わ
ら
な
い
と
思
う
の
で
す

が
・
・
・
・
・
。

俳
句
で
は
「
可
愛
い
」「
嬉
し
い
」「
美
し
い
」
な
ど
の
形
容
詞
は
、
な
る
べ
く
使
わ

な
い
方
が
い
い
と
い
う
の
は
、「
詠
む
側
」（
読
み
手
）
に
感
じ
て
貰
う
こ
と
が
大
切
だ
か
ら
で

す
。
と
い
う
の
も
俳
句
は
「
詠
み
手
」
と
「
読
み
手
」
で
成
り
立
つ
の
芸
術
だ
か
ら
で
も
あ
り

ま
す
。「
可
愛
い
」
な
ど
は
一
句
全
体
か
ら
、「
美
し
い
」
な
ど
は
、
具
体
的
な
実
景
を
描
く

こ
と
で
感
じ
取
っ
て
貰
う
と
言
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　
添
削
例
を
紹
介
し
ま
す
。
　
千
匹
の
お
玉
杓
子
は
可
愛
い
な
（
原
句
）
一
晩
に
千
匹
お
玉
杓

子
か
な
（
添
削
後
）
こ
れ
で
「
可
愛
い
」
と
ま
で
言
わ
ず
と
も
「
可
愛
さ
」
は
感
じ
取
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
俳
句
は
全
部
言
わ
な
い
方
が
読
者
に
伝
わ
る
も
の
が
あ
る
よ
う
で

す
。 俳

句
な
ん
で
も 
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＆
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⑮

Ａ
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た
ま
じ
ゃ
く
し

こ
ま

佳
作
　
十
四
席

佳
作
　
十
四
席

は　
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の
こ
ん
ぎ
く

し
も
つ
き

し
ん
わ
ら

じ
ゅ
く
し
が
き

こ
つ
ご
も
り

さ
ざ
ん
か

こ
ん
ぎ
く

あ
う
ん

い
わ
し
ぐ
も

お
ち
ば
み
ち




